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安
全
運
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の
セ
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催
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東大阪市小阪本町 1-1-7
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〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
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東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

「偶感」を吟じる明石
恒重名誉会長 挨拶する藤井雅文社長

左から２人目西村兼一代表理事、４人目野田義和東大阪市長

「施設作りは理念が大切」
と話す中野陽介さん

あなたの運転に思いやりモードを 松葉健一さ　
　ん 講演

西郷隆盛のひ孫を招き講演会開催
50周年を記念し
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会
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世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道
吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

旅
館

TEL 0746 ― 32 ― 8100　FAX 0746 ― 32 ― 8111　http://www.kisuya.jp

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
遅
れ

て
い
る
。
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
11
月
末
に
受

け
取
っ
た
。
カ
ー
ド
の
申
請
は
年
初
か
ら

中
継
サ
ー
バ
ー
の
障
害
発
生
な
ど
で
混
乱

し
交
付
が
滞
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
放
置

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
生
命
保
険
会
社

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
５
月
末
ま
で
に
届
け
ろ
と

の
通
知
。
関
係
書
類
を
コ
ピ
ー
し
送
付
し
た
。
今

度
は
、
株
主
総
会

の
招
集
通
知
書
に

同
封
さ
れ
た
株
式

に
対
す
る
手
続
き
だ
。
証
券
会
社
へ
の
届
け
出
が

必
要
と
な
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
年
金
や
健
康
保
険
、
税

に
関
す
る
個
人
情
報
を
国
や
自
治
体
が
番
号
で
管

理
し
、
複
数
の
行
政
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情

報
を
正
確
に
連
携
さ
せ
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
会
社
に
勤
め
る
人
は
年
末
調
整
で
家
族
の
番

号
も
勤
務
先
に
報
告
し
た
。
企
業
は
厳
重
な
個
人

情
報
管
理
が
要
求
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
。
官
民
あ
わ
せ
て
Ｉ
Ｔ
投

資
の
市
場
規
模
は
３
兆
円
と
い
う
推
計
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
医
療
分
野
で
カ
ル
テ
や
処
方
箋
、
診
療

報
酬
な
ど
が
把
握
さ
れ
、
膨
大
な
医
療
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
。
巨
額
な
投
資
に
見
合
う
効
率
と

効
果
を
期
待
し
た
い
。

　

と
は
い
え
、
出
だ
し
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
。

い
ち
早
く
カ
ー
ド
申
請
し
た
知
人
に
よ
る
と
、
交

付
を
受
け
る
ま
で
再
申
請
も
含
め
て
８
カ
月
か

か
っ
た
と
言
う
。
遅
滞
の
原
因
は
欠
陥
サ
ー
バ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ

ム
ミ
ス
の
多

発
と
自
治
体

の
人
手
不
足
な
ど
で
あ
る
。
５
月
末
、
総
務
省
は

自
治
体
に
早
期
交
付
を
要
請
。
６
月
４
日
、
日
本

経
済
新
聞
は
「
５
月
29
日
ま
で
の
交
付
の
申
請
は

約
１
０
４
０
万
枚
で
、交
付
数
は
約
４
５
６
万
枚
」

と
報
じ
た
。　

　

交
付
率
45
％
と
は
先
行
き
心
配
だ
。
来
年
１
月

か
ら
の
本
格
的
運
用
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
は
安
定

す
る
の
だ
ろ
う
か
。状
況
を
注
視
し
て
お
き
た
い
。

カ
ー
ド
申
請
と
い
う
名
の
カ
ー
ド
は
急
い
で
切
る

こ
と
も
な
い
よ
う
だ
。

切
れ
ぬ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

晴耕雨読

近鉄八尾駅から350ｍ！八尾市役所目の前！の好立地。
2016年OPENの綺麗な施設。近隣にコインパーキング多数あり。

自宅でも職場でもないサードスペース

学び×健康 学び×趣味

カルチャー
教室・セミナー
随時開催

Manavix80
581-0003 2-8-3 2F

072-920-5750 / FAX 072-920-5751

時給860円　交通費全額支給
受付アルバイト募集

月額5,000円　コーヒー・ソフトドリンク飲み放題
八尾市役所目の前
自習室　コワーキングスペース
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生
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社
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法
と
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い
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介
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根川医院短期・格安
学科は大阪で

◎昭和 20年８月まで日本の国策会社として「ゼロ戦」のエンジンを製作していた日立航空機（株）
が、戦後、平和産業として再生。このたび大阪市中央区南本町に臨場感あふれるフライトシミュ

レーターＵＳ21Ｄを常設している「えいとアビエーション大阪」と提携して、自家用・営業用航空機のパイロッ
ト養成の募集業務を開始しました。募集の実務は（株）東大阪新聞社（小野元裕社長）と（株）河内新聞社（小山博社主）
が当たります。
【募集要項】（１）応募資格・高卒以上 18歳～ 60歳まで（２）期間１年～
　　　　　 （３） 学費（入学金・授業料）自家用固定翼４２０万円（税別）
                        タービン+レシプロコース（ヘリコプター）５９０万円（税別）
【問い合せ・申込先】日立航空機（株） 大阪     〒581-0085　大阪府八尾市安中町８－５－40-101
                                                  電話・FAX 072-991-3908　  小山携帯 090-8213-4712
                             （株）東大阪新聞社　      〒581-0013　大阪府八尾市山本町南６－２－29
                                                  電話 072-926-5134　 FAX 072-921-6893　  小野携帯 080-3854-5101

パイロット志望者募集！
日立航空機㈱  が窓口･受付大

阪

ウクライナ･
フィリピンで
訓練

ウクライナ･
フィリピンで
訓練

カレー・ナンセット

　

乳
児
院
ガ
ー
デ
ン
エ
ル

（
東
大
阪
市
上
四
条
町
24

―
23
）
の
施
設
長
、
中
野

陽
介
さ
ん
（
69
）
を
講
演

者
に
迎
え
、
午
前
と
午
後

の
２
回
に
分
け
て
講
演
会

を
開
い
た
。

　

午
前
の
テ
ー
マ
は
「
輝

け
！　

生
命
」
と
題
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
福
祉
の

世
界
に
入
っ
た
の
か
を
体

験
に
基
づ
い
て
話
し
た
。

　

午
後
は
「
社
会
福
祉
と

信
仰
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

関
西
学
院
大
学
在
学
中

に
社
会
福
祉
に
目
覚
め
、

卒
業
後
ま
っ
す
ぐ
そ
の
道

に
進
ん
だ
中
野
さ
ん
。
大

波
小
波
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
乳
児
院
ガ
ー
デ
ン
エ

ル
、
児
童
養
護
施
設
ガ
ー

デ
ン
ロ
イ
を
設
立
し
、
育

て
て
き
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
話
す
中
野
さ
ん
の
話
に

約
30
人
の
参
加
者
は
う
な

ず
き
な
が
ら
聞
い
て
い

た
。

　

大
阪
商
工
信
用
金
庫
が
推
進
す
る
「
福
祉

事
業
推
進
奨
励
」
地
域
貢
献
の
部
に
大
阪
府

下
の
33
社
が
応
募
、
う
ち
５
社
が
選
出
さ
れ

た
。
東
大
阪
市
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
福
祉
会
が
社
会

貢
献
賞
を
受
賞
し
た
。

　

去
る
５
月
10
日
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
て
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
、
大
阪
商
工

信
用
金
庫
片
桐
会
長
よ
り
さ
く
ら
福
祉
会
代

表
理
事
・
西
村
兼
一
さ
ん
に
賞
状
と
副
賞
が

授
与
さ
れ
た
。

　

５
月
26
日
、
代
表
理
事
・
西
村
兼
一
さ
ん

を
筆
頭
に
生
活
指
導
員
の
長
谷
川
義
昭
さ
ん

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
東
大
阪
市
野
田
義
和
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、
受
賞
の
報
告
を
し
た
。

　

さ
く
ら
福
祉
会
の
設
立
は
平
成
25
年
１
月

１
日
で
あ
り
、ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス「
さ
く
ら
」・

「
す
み
れ
」・「
ト
ウ
イ
ン
ク
ル
」
の
３
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
有
し
、
30
人
の
職
員
・
90
人

の
利
用
者
の
事
業
規
模
だ
。
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
は
活
発
な
経
済
活
動
に
よ
る
社
会
参
加
を

目
指
し
て
い
る
。

　

野
田
市
長
と
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
間
で
質

疑
応
答
が
あ
り
、
利
用
者
各
自
が
事
業
所
や

活
動
状
況
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
。
駅
前

で
の
ビ
ラ
配
り
・
お
掃
除
部
隊
・
カ
フ
ェ
担

当
・
倉
庫
の
整
理
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
業
務

を
各
自
の
適
性
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

西
村
代
表
理
事
は
「
さ
く
ら
福
祉
会
は
一

市
民
と
し
て
の
社
会
参
加
・
社
会
貢
献
を
心

が
け
、
事
業
所
と
し
て
納
税
出
来
る
レ
ベ
ル

ま
で
努
力
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

来
た
る
７
月
２
日
午
前
10
時
よ
り
ユ
ト

リ
ー
ト
東
大
阪
（
近
鉄
奈
良
線
八
戸
ノ
里
駅

下
車
）
に
て
、
社
会
貢
献
賞
の
受
賞
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
さ
く
ら
福
祉
会
（
☎
０
６

―
４
３
０
６
―
４
９
３
８ 

）
へ
。

　
「
敬
天
愛
人
」
を
礎
に
経
営

を
行
っ
て
50
年
―
。

　

６
月
２
日
午
前
９
時
半
か
ら

日
本
石
材
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

が
50
回
目
の
先
人
祭（
創
業
祭
）

を
開
い
た
。

　

藤
井
雅
文
社
長
（
47
）
が
、

社
員
を
代
表
し
て
「
先
人
に
感

謝
し
、
新
た
な
挑
戦
に
向
か
い

ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

創
業
者
の
明
石
恒
重
名
誉
会

長
（
84
）
は
「
偶
感
」
を
吟
じ
、

社
員
を
激
励
し
た
。

　

な
お
、
日
本
石
材
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
で
は
50
周
年
を
記
念

し
、
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
西
郷
隆

夫
さ
ん
を
招
き
、
特
別
講
演
会

を
開
催
す
る
。
６
月
21
日
午
前

10
時
〜
11
時
半
、
本
社
ビ
ル
３

階
（
東
大
阪
市
新
家
３
―
11
―

30
）。参
加
無
料
。テ
ー
マ
は「
郷

中
教
育
と
西
郷
家
秘
話
」。
外

部
か
ら
限
定
５
人
を
受
け
入
れ

る
予
定
。

　

希
望
者
は
東
大
阪
新
聞
社

（
☎
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１

３
４
）
へ
。

　

５
月
25
日
、
八
戸
ノ
里

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
東
大
阪
市
御
厨
南
１
―

４
―
38
）
で
、
自
動
車
運

転
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、

約
30
人
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

講
師
が
受
け
た
。
保
険
代

理
店
を
経
営
す
る
講
師
の

松
葉
健
一
さ
ん
が
「
あ
な

た
の
運
転
に
思
い
や
り

モ
ー
ド
を
」
と
題
し
て
講

演
。
仕
事
柄
、
多
く
の
事

故
を
見
聞
き
し
、
ま
た
自

ら
の
体
験
も
含
め
、
分
か

り
や
す
い
事
例
を
交
え
て

話
し
た
。

　

事
故
時
に
は
ナ
ン
バ
ー

を
控
え
る
な
ど
相
手
を
確

認
（
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う

に
）
す
る
。
子
ど
も
の
自

転
車
に
は
一
段
と
注
意
を

要
す
る
。

　

マ
ナ
ー
違
反
の
運
転
手

に
対
し
て
感
情
的
に
な
ら

ず
、
鷹
揚
な
気
持
ち
で
対

処
す
る
。

　

車
線
変
更
は
車
間
を
空

け
て
ゆ
っ
く
り
と
行
い
、

合
流
は
少
し
前
方
に
行
っ

て
か
ら
す
る
。
自
動
車
の

運
転
で
大
事
な
の
は
、
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
ず
十
分
な
車
間
距
離
を

保
ち
、他
車
へ
の
寛
大
な
気

持
ち
を
持
つ
。そ
し
て
ど

ん
な
些
細
な
事
故
で
あ
っ

て
も
即
時
警
察
に
届
け
る

こ
と
が
重
要
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
自
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
実
例
を
解
説
し
て
、
同

ス
ク
ー
ル
の
月
例
研
修
会

を
終
え
た
。 （
大
賀
清
志
）

　

関
西
地
方
教
会
連
合
女
性
会
の
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

１
日
修
養
会
が
６
月
２
日
に
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連

盟
関
西
黎
明
キ
リ
ス
ト
教
会
（
東
大
阪
市
上
小
阪

３
―
６
―
９
、
江
田
治
男
牧
師
）
で
開
か
れ
た
。

野田東大阪市長に受賞報告

大阪商工信金社会貢献賞
受 賞

第24回参議院議員通常選挙

「さあ投票　選挙の主役はあなたです」

投　票　日　７月10日（日）
投票時間　午前７時から午後８時まで

期日前投票について
期間　６月23日（木）から７月９日（土）まで
時間　午前８時30分～午後８時
場所　八尾市役所　本館１階　市民ロビー

八尾市選挙管理委員会

関西地方教会連合女性会

大阪ブロック１日修養会

松葉健一さん
講
演
を
熱
心
に
聞
く
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
講
師



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年６月１５日（水）

は
、
菅
野
君
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
在
住
の
小
野
氏
を
キ
エ

フ
に
訪
ね
、
一
時
帰
国
に

際
し
て
は
東
大
阪
に
脚
を

運
ぶ
な
ど
、
良
好
な
友
人

関
係
を
続
け
て
い
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
不
慮
の
交
通

事
故
死
の
報
に
、
悲
し
み

よ
り
戸
惑
い
が
先
立
っ
て

い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思

え
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
半
が
過

ぎ
た
が
、
私
の
喪
失
感
は

埋
め
ら
れ
る
こ
と
も
な

い
」
と
の
同
館
の
希
望
が

菅
野
開
史
朗
君
を
通
し
て

届
け
ら
れ
、
漫
画
評
論
家

の
呉
智
英
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
依
頼
、
そ
れ
に
従
っ

て
出
版
社
を
回
っ
て
寄
贈

を
頼
み
込
ん
で
掻
き
集
め

た
書
籍
類
は
ま
た
、
私
と

一
緒
に
飛
行
機
に
揺
ら
れ

て
辿
り
着
い
た
〝
旅
の
道

連
れ
〞で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

遅
れ
て
部
屋
に
入
っ
て

き
た
中
年
女
性
の
館
員

は
、
い
き
な
り
展
示
方
法

と
い
う
実
務
を
ブ
チ
撒
け

て
き
た
。
茶
の
一
杯
も
置

か
ず
話
し
続
け
る
彼
女
を

遮
っ
た
私
は
「
ま
ず
も
っ

て
長
旅
お
疲
れ
様
で
し

た
、
と
言
う
の
が
礼
儀
っ

て
も
ん
だ
。
そ
れ
す
ら
無

く
ば
国
際
交
流
な
ん
て
成

り
立
た
な
い
で
は
な
い

か
っ
」
と
声
高
に
捲
し
立

て
た
。
躊
躇
す
る
菅
野
君

を
叱
咤
激
励
し
、
そ
れ
が

北
の
大
国
ロ
シ
ア
を
知
る
本

「
ロ
シ
ア
検
定
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」 

　
　
　
　
　
　
発
刊
に
寄
せ
て

武
田 

洋
平

ライマの塔の下で
武田 洋平
元星城大学教授

一般社団法人 ICI 国際文化研究所所長

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
、
白
い
液
体
が
ゆ
っ
く
り
と
、
て

ら
て
ら
光
る
羽
に
落
ち
て
い
く
。
今
更
動
き
出
し
て
も
遅

い
。
そ
の
白
い
液
は
ゴ
キ
ブ
リ
の
全
身
を
包
み
込
む
。
抜

け
出
そ
う
と
し
て
も
次
々
と
の
し
か
か
る
液
体
の
重
み
に

為
す
す
べ
が
な
い
。
た
だ
飲
み
込
ま
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

し
ゃ
が
み
こ
ん
で
じ
っ
と
見
る
。
白
い
沼
か
ら
突
き
出

し
た
触
覚
。
先
ほ
ど
ま
で
微
か
に
弧
を
描
い
て
い
た
が
、

今
は
も
う
動
か
な
い
。

　

右
手
に
は
先
の
赤
い
木
工
用
の
ボ
ン
ド
。
僕
は
小
学
校

の
高
学
年
に
な
っ
て
い
た
。

　

河
川
敷
の
公
園
で
捕
ま
え
た
２
匹
の
虫
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
持
っ
て
帰
っ
た
あ
の
日
、
僕
の
中
で
何
か
が
変

わ
っ
た
。僕
は
悲
し
か
っ
た
。そ
し
て
怖
か
っ
た
。フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
上
で
叩
き
潰
さ
れ
た
虫
。
エ
ク
レ
ア
の
よ
う
に

白
と
黄
の
液
体
を
噴
き
出
し
た
姿
。
父
の
怒
り
。
憐
れ
む

よ
う
に
僕
へ
向
け
た
そ
の
眼
差
し
。そ
の
光
景
は
鮮
烈
で
、

思
い
出
す
度
に
胸
が
痛
ん
だ
。
父
は
僕
の
こ
と
が
嫌
い
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
不
安
は
僕
の
心
に
こ
び
り
つ
い

た
。
そ
の
こ
と
を
父
に
直
接
聞
く
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず

も
な
く
。

　

い
つ
し
か
僕
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な
く
な
っ

た
。正
確
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

何
事
も
な
く
時
は
進
ん
だ
。
も
し
か
す
る
と
無
意
識
の
中

で
そ
れ
は
静
か
に
膨
張
を
は
じ
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

忘
れ
か
け
て
い
た
そ
の
感
情
は
再
度
、
突
然
姿
を
現
し

た
。
深
海
へ
潜
っ
て
い
た
鯨
が
息
継
ぎ
の
た
め
水
面
か
ら

顔
を
出
す
よ
う
に
。

　

学
校
の
帰
り
道
、
さ
び
れ
た
宿
舎
で
の
こ
と
だ
。
そ
こ

は
す
で
に
取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て
お
り
、
人
は
誰
も
住
ん

で
い
な
い
。
半
ば
廃
墟
と
い
っ

た
風
体
の
そ
の
場
所
に
は
柵

が
張
ら
れ
、
中
に
は
入
れ
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

僕
が
柵
を
越
え
中
に
入
っ

た
の
は
、
黒
猫
を
追
い
か
け

て
い
た
時
だ
っ
た
。
な
ぜ
だ

か
分
か
ら
な
い
。
僕
は
逃
げ

ら
れ
る
と
無
性
に
腹
が
立
っ

た
。
だ
か
ら
猫
が
こ
ち
ら
を

見
て
逃
げ
る
の
が
気
に
食
わ

な
か
っ
た
。
小
学
生
の
脚
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
が
ま
た
心
に
波
風

を
立
た
せ
る
要
因
の
一
つ
で

も
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
猫

が
目
の
前
か
ら
去
る
と
、
僕

は
そ
の
後
を
追
っ
た
。
捕
ま

え
て
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、

見
失
う
ま
で
追
い
続
け
る
こ
と
が
僕
の
使
命
だ
と
感
じ
て

い
た
。

　

そ
の
小
さ
な
黒
猫
は
宿
舎
の
柵
の
隙
間
を
通
っ
て
敷
地

の
中
へ
入
っ
て
行
っ
た
。
僕
は
道
を
塞
が
れ
先
へ
進
め
な

く
な
っ
た
。
普
段
な
ら
こ
こ
で
追
う
の
を
や
め
て
い
る
の

だ
が
、そ
の
日
は
違
っ
た
。「
ど
う
に
か
し
て
捕
ま
え
た
い
」

そ
の
思
い
か
ら
手
提
げ
か
ば
ん
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
中
へ
放

り
込
み
、
柵
を
よ
じ
登
っ
て
中
へ
入
っ
た
。
ど
う
し
て
そ

こ
ま
で
追
い
た
か
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
あ
の
黒
猫

が
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
の
が
気
に
な
っ
た
と
い
う

よ
り
他
に
理
由
は
な
い
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
中
へ
入
る
と
す
で
に
黒
猫
の

姿
は
な
か
っ
た
。
も
う
と
っ
く
に
ど
こ
か
へ
姿
を
く
ら
ま

せ
て
い
る
の
だ
。

　

僕
は
息
を
整
え
な
が
ら
敷
地
内
を
歩
い
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
を
黒
い
も
の
が

動
い
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。そ
れ
は
ゴ
キ
ブ
リ
だ
っ
た
。

一
瞬
に
し
て
毛
が
逆
立
っ
た
。胸
の
中
が
ざ
わ
ざ
わ
す
る
。

　

あ
の
一
件
以
来
、
僕
は
ゴ
キ
ブ
リ
が
苦
手
に
な
っ
て
い

た
。
見
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
だ
け
で

も
胃
液
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
ゴ
キ
ブ
リ
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
あ
の
父
の
怒
り
を
思
い
出
す
。
上
半
身
の
筋
肉
に

力
が
入
る
。
自
然
と
脇
が
締
ま
る
。
僕
は
そ
れ
が
去
る
の

を
待
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
ゴ
キ
ブ
リ
は
そ
こ
に
い
た
。
そ
の
場
所
か

ら
動
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
か
は
分
か
ら
な
い
。
僕
は
怒

り
と
同
時
に
奇
妙
な
感
情
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
。
手
提
げ
か
ば
ん
の
中
を
見
る
と
あ
っ
た
。
赤
い

キ
ャ
ッ
プ
の
木
工
用
ボ
ン
ド
。
図
工
の
時
間
に
使
っ
た
も

の
。

　

ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
未
だ
に
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
僕

は
そ
れ
を
持
っ
て
恐
る
恐
る
ゴ
キ
ブ
リ
に
近
づ
い
た
。
触

覚
だ
け
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て
い
る
。
妖
し
い
光
を
放
つ

そ
の
忌
ま
わ
し
い
姿
。
今
す
ぐ
振
り
返
り
、
反
対
の
方
向

へ
走
り
出
し
て
も
構
わ
な
い
は
ず
な
の
に
。
一
歩
ず
つ
一

歩
ず
つ
、
僕
は
胸
の
ざ
わ
め
き
を
抑
え
な
が
ら
近
づ
く
。

そ
し
て
、
手
を
伸
ば
せ
ば
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距
離
に

ま
で
辿
り
着
い
た
。
こ
ん
な
に
近
く
で
見
る
の
は
い
つ
ぶ

り
だ
ろ
う
。
夕
日
が
赤
く
空
を
染
め
る
。
不
思
議
と
胸
の

ざ
わ
め
き
は
治
ま
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
水
を
打
っ
た
よ
う

に
静
か
で
、
穏
や
か
だ
。
僕
は
そ
の
赤
い
キ
ャ
ッ
プ
を
静

か
に
外
し
、
中
の
白
い
ボ
ン
ド
を
ゴ
キ
ブ
リ
の
上
に
垂
ら

し
た
。
背
に
白
い
液
体
を
感
じ
た
そ
の
ゴ
キ
ブ
リ
は
そ
こ

で
初
め
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
も
う
手
遅
れ
だ
。

上
か
ら
な
み
な
み
と
注
が
れ
る
白
い
ボ
ン
ド
に
ゴ
キ
ブ
リ

は
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
。
懸
命
に
這
い
出
よ
う
と
す
る

が
、
そ
の
動
き
は
鈍
く
重
た
い
。
ゴ
キ
ブ
リ
の
体
を
覆
い

尽
く
し
て
な
お
、
ふ
ん
だ
ん
に
注
が
れ
る
。
そ
れ
は
壊
れ

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
機
械
の
よ
う
で
楽
し
げ
に
狂
っ
て

い
た
。
量
が
過
ぎ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
愉
快
に
な

る
。

　

結
局
僕
は
、
木
工
用
ボ
ン
ド
一
本
分
を
使
い
き
っ
た
。

そ
の
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
い
た
。
口
か
ら
ボ
ン
ド
が
出

な
く
な
っ
て
も
尚
、
ど
う
に
か
絞
り
出
そ
う
と
し
た
。
も

は
や
ゴ
キ
ブ
リ
の
姿
は
白
い
沼
に
沈
ん
で
見
え
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
。

　

白
い
ね
ば
ね
ば
し
た
塊
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
る
。
そ
の

時
、
何
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ろ
う
そ
く
の
火
を
眺
め
る
時

の
よ
う
に
、
ボ
ン
ド
の
山
を
眺
め
て
い
る
と
次
第
に
思
考

が
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
の
だ
ろ
う
。
気
が
付
い
た

時
に
は
ボ
ン
ド
は
姿
を
消
し
、

ゴ
キ
ブ
リ
は
小
さ
く
な
っ
て
死

ん
で
い
た
。
実
際
に
２
回
り
ほ

ど
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
ボ
ン

ド
は
乾
く
と
透
明
に
な
り
、
ゴ

キ
ブ
リ
は
死
ぬ
と
縮
む
の
か
。

そ
の
発
見
は
新
鮮
で
、
少
し
可

笑
し
か
っ
た
。

　

ゴ
キ
ブ
リ
か
ら
す
れ
ば
何
が

起
こ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ

う
。
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
窒

息
す
る
。
そ
の
事
実
は
僕
に
快

楽
を
与
え
た
。
僕
が
ゴ
キ
ブ
リ

の
生
死
の
決
定
権
を
持
っ
た
よ

う
な
気
が
し
て
。

　

僕
は
ベ
ン
チ
の
横
に
捨
て
て

あ
っ
た
ラ
イ
タ
ー
を
見
つ
け

た
。
そ
れ
を
使
っ
て
羽
を
燃
や

し
た
。
焦
げ
く
さ
い
臭
い
が
辺
り
に
広
が
る
。
死
ん
だ
は

ず
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
ギ
ギ
ギ
と
鳴
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
僕
は
し
ば
し
ば
ゴ
キ
ブ
リ
を
ボ
ン
ド
で
殺
す

よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
の
帰
り
に
誰
も
い
な
い
宿
舎
に
寄

り
道
す
る
こ
と
が
日
課
と
な
っ
た
。
素
早
く
動
く
生
物
の

自
由
を
奪
う
こ
と
で
、
僕
は
圧
倒
的
な
何
か
に
な
れ
た
気

が
し
た
。
た
だ
叩
き
殺
す
の
で
は
な
く
、
ボ
ン
ド
を
使
い

時
間
の
経
過
と
と
も
に
動
き
の
自
由
を
奪
っ
て
い
く
こ
の

方
法
は
、
彼
ら
に
対
す
る
支
配
を
意
味
し
て
い
た
。
僕
の

記
憶
に
恐
怖
を
与
え
た
黒
い
虫
。
そ
の
存
在
に
打
ち
勝
つ

に
は
僕
が
彼
ら
を
支
配
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
支

配
を
受
け
て
い
る
恐
怖
の
存
在
、
そ
れ
を
実
感
さ
せ
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
な
の
だ
。

　

父
は
黒
い
虫
に
恐
怖
し
た
、
僕
は
父
に
恐
怖
し
た
。
そ

れ
な
ら
ば
、黒
い
虫
は
僕
に
恐
怖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
構
図
は
絶
対
的
で
あ
る
。

　

父
を
怒
ら
せ
た
ゴ
キ
ブ
リ
が
、
僕
に
と
っ
て
の
何
よ
り

の
悪
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

悪
に
は
そ
れ
相
応
の
制
裁
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
に
害

を
及
ぼ
す
も
の
に
は
懲
罰
を
与
え
る
。
末
梢
さ
れ
る
べ
き

も
の
は
こ
の
手
で
。

　

そ
れ
が
正
義
感
か
ら
な
の
か
、
単
な
る
好
奇
心
に
よ
る

と
こ
ろ
な
の
か
は
怪
し
い
。
た
だ
僕
は
、
自
分
の
行
い
を

残
虐
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
神

聖
だ
と
も
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

た
だ
僕
の
内
部
か
ら
込
み
上
げ
る
鮮
や
か
な

色
彩
、
一
瞬
に
し
て
種
子
が
発
芽
し
、
茎
を
伸

ば
し
様
々
な
花
を
開
花
さ
せ
る
よ
う
な
、
生
命

の
快
楽
を
味
わ
う
た
め
の
行
い
で
あ
っ
た
。

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
7
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―⑤―

朝
鮮
人
か
日
本
人
か
／
そ
の
苦
悩
と
恐
怖
の
末
／
朝
鮮
人
で
あ
る
こ

と
を
覚
悟
し
た
／
そ
れ
は
朝
鮮
人
と
し
て
／
死
を
迎
え
る
覚
悟
に
等

し
い
／
そ
れ
は
朝
鮮
人
と
し
て
／
殺
さ
れ
る
覚
悟
に
も
等
し
い
／
殺

さ
れ
た
く
な
い
／
殺
さ
れ
た
く
な
い
／
そ
れ
で
も
滅
ぼ
さ
れ
る
側
の

人
間
で
在
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
／
覚
悟
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
／
滅

ぼ
す
側
の
人
間
と
し
て
／
在
り
つ
づ
け
た
く
は
な
か
っ
た
か
ら
／
自

分
が
在
日
す
る
歴
史
を
遡
れ
ば
／
日
本
が
朝
鮮
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て

い
た
時
代
に
辿
り
着
く
ザ
イ
ニ
チ
の
／
そ
の
苦
悩
と
恐
怖
の
末
に
手

に
し
た
覚
悟
／／
滅
ぼ
す
側
の
人
間
に
な
ろ
う
と
す
る
在
日
よ
／
な

ら
ば
殺
す
側
の
人
間
と
し
て
／
在
り
つ
づ
け
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
／

滅
ぼ
さ
れ
る
側
か
ら
逃
げ
去
る
た
め
で
は
な
く
／
滅
ぼ
す
側
で
殺
さ

な
い
で
い
る
／
そ
の
覚
悟
が
あ
る
の
か

詩
の
窓

在
日
の
覚
悟

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　
「
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
指
導
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
は
開
設
か
ら
３
年
目
。
一

般
財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
主
催
の

も
と
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
・
大
阪
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
後
援
を
得
て
好
評
な
た

め
12
回
目
と
な
る
パ
ー
ト
12
を
７
月
16

日
（
土
）
10
時
か
ら
12
時
ま
で
、ア
ネ
ッ

ク
ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪
市
中
央
区
法

円
坂
１
―
１
―
35
）
で
開
く
。
講
師
は

大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
秦
清
子
氏
、
京
都
橘

大
学
児
童
英
語
学
科
講
師
・
金
山
敬
氏
。

定
員
20
人
、
受
講
料
３
千
円
（
教
材
含

む
）。

　

ま
た
、
小
学
校
英
語
活
動
指
導
法
と

し
て
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
応
用
し
た
「
英
語

リ
ト
ミ
ッ
ク　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
主

催
・
Ｊ
Ｏ
Ｙ
英
語
企
画
、
後
援
・
大
阪
ユ

ネ
ス
コ
協
会
）
は
７
月
10
日
（
日
）
10

時
か
ら
12
時
ま
で
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法

円
坂
で
開
催
さ
れ
る
。受
講
費
３
千
円
、

予
約
制
、
定
員
30
名
（
先
着
順
）

　

い
ず
れ
も
問
合
せ
・
申
込
み
は
㈲
Ｊ

Ｏ
Ｙ
英
語
企
画
（
☎
06
―
６
９
７
５
―

９
９
１
０
）
へ
。 

（
お
わ
り
）

　
（
注
）「
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
教
授
法
」

と
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
言
語
学
者
ヘ
ン

リ
ー
・
ス
イ
ー
ト
が
提
唱
し
た
外
国
語

の
指
導
方
法
。
教
師
の
発
音
を
模
倣
す

る
だ
け
で
は
発
音
が
う
ま
く
な
ら
な
い

こ
と
に
着
目
し
、
外
国
語
の
指
導
に
音

声
学
の
科
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
。

字
と
音
と
の
関
係
を
学
ぶ
教
授
法
で
発

音
が
正
確
に
な
り
リ
ス
ニ
ン
グ
力
が
つ

く
。  

　

４
月
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の

英
語
力
に
関
す
る
２
０
１
５
年
度
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
目
標
は
高
３
で
は
英

検
準
２
級
、
中
３
で
は
英
検
３
級
と
さ

れ
、
達
成
率
の
全
国
平
均
は
と
も
に
３

割
台
。
大
阪
は
高
校
43
位
、
中
学
42
位

と
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
段
と

子
ど
も
英
語
教
育
熱
は
高
ま
り
そ
う

だ
。 

（
石
河
亮
平
）

「小学生に英語を教える方法」 を教える③

㈲ JOY 英語企画の人気講座

「
ト
リ
オ･

ロ
ス･

パ
ン
チ
ョ
ス
」
は
メ
キ
シ
コ
・
ベ

ラ
ク
ル
ス
州
の
名
家
出
身
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド･

ヒ

ル
が
中
心
と
な
り
、
同
じ
メ
キ
シ
コ･

グ
ァ
ナ
フ
ァ
ー

ト
州
出
身
の
チ
ュ
ー
チ
ョ･

ナ
バ
ロ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
出
た
後
、
昭
和
19
年
（
１
９
４

４
）
に
プ
エ
リ
ト
リ
コ
人
の
エ
ル

ナ
ン
ド･

ア
ビ
レ
ス
が
加
わ
っ
て

結
成
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
ア
ル

フ
レ
ッ
ド･

ヒ
ル
が
改
良
し
た
レ

キ
ン
ト･

ギ
タ
ー
を
使
っ
て
新
し

い
ボ
レ
ロ
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し

た
。
エ
ル
ナ
ン
ド･

ア
ビ
レ
ス
が

ア
メ
リ
カ
軍
隊
に
入
隊
し
て
一
時

活
動
を
中
止
し
た
が
、
ま
も
な
く

活
動
を
再
開
し
Ｃ
Ｂ
Ｓ
放
送
の
中

南
米
向
け
音
楽
番
組
「
ア
メ
リ
カ

の
鎖
」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て

絶
大
な
人
気
を
勝
ち
取
っ
た
。
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
ト
ッ
プ

･

ヴ
ォ
イ
ス
の
エ
ル
ナ
ン
ド･

ア

ビ
レ
ス
が
抜
け
て
、
ボ
リ
ビ
ア
の

歌
手
ら
ラ
ウ
ル
・
シ
ョ
ウ･

モ
レ

ノ
が
参
加
し
、｢

ベ
サ
メ･

ム
ー
チ
ョ｣

な
ど
録
音
し
た

が
、
こ
れ
が
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
に
日
本
で
発
売
さ

れ
て
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、｢

ト
リ
オ･

ロ
ス
・
パ
ン
チ
ョ

ス｣

の
名
は
日
本
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
。
昭
和
34
年
（
１

９
５
９
）
の
初
来
日
以
後
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
の

さ
よ
な
ら
公
演
ま
で
度
々
日
本
で
の
公
演
を
お
こ
な
っ

た
。
ラ
テ
ン
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
以
外
に
も
「
そ
の
名
は

フ
ジ
ヤ
マ
」・｢

サ
ク
ラ
・
サ
ク
ラ｣

な
ど
作
曲･

編
曲

し
て
演
奏
し
た
り
、
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

に
は
日
本
の
テ
レ
ビ･

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
初
め

て
の
外
国
人
タ
レ
ン
ト
と
し
て
出
演
す
る
な
ど

し
て
、
わ
が
国
へ
の
親
密
の
度
合
い
を
一
層
深

め
た
。｢

ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
楽
団｣

の
様
に
、

マ
ン
ボ
族
の
出
現
や
、
マ
ン
ボ･

ズ
ボ
ン
の
流

行
な
ど
風
俗
ま
で
変
え
る
程
の
力
は
な
か
っ
た

が
、
日
本
の
シ
ョ
ウ･

ビ
ジ
ネ
ス
、
と
り
わ
け

ラ
テ
ン
音
楽
界
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
事
は

間
違
い
な
い
。

度
々
メ
ン
バ
ー
の
変
更
を
経
験
し
な
が
ら

も
「
ト
リ
オ･

ロ
ス
・
パ
ン
チ
ョ
ス
」

と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド･

ヒ
ル
が
引
退
し
て
２
人
組

と
な
っ
て
か
ら｢

ロ
ス･

パ
ン
チ
ョ
ス｣

と
な
り
、

更
に
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
に
チ
ュ
ー
チ
ョ･

ナ
バ

ロ
が
死
去
し
て
ラ
フ
ァ
エ
ル･

バ
ス
ル
ト･

ラ
ラ
が
「
Ｌ

ａ　

Ｖ
ｏ
ｚ　

ｄ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｓ　

Ｐ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｏ
ｓ
」

と
名
乗
り
、
現
在
も
演
奏
を
続
け
て
い
る
。

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
文
化
放
送
の
開
局
か
ら
18

年
余
り
続
い
た
「
Ｓ
盤
ア
ワ
ー
」
の
Ｄ
Ｊ
を
最
初

か
ら
担
当
し
て
い
た
帆
足
ま
り
子
は
、
そ
の
役
目
が
終

わ
っ
た
後
、
放
送
期
間
中
に
魅
惑
さ
れ
た｢

ト
リ
オ･

ロ
ス･

パ
ン
チ
ョ
ス｣

の
国
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
て
「
ソ

サ
ヤ･

ト
リ
オ
」
を
組
み
、
現
地
の
人
気
を
博
し
た
。

そ
の
後
帰
国
し
て
夫
・
次
郎
と
「
マ
リ
キ
ー
タ
＆
ジ
ロ
ー
」

の
名
前
で
演
奏
し
な
が
ら
ラ
テ
ン
音
楽
の
普
及
に
努
め
、

中
南
米
諸
国
か
ら
賞
賛
さ
れ
て
、
多
く
の
表
彰
を
受
け

た
。
戦
後
流
行
し
た
ラ
テ
ン
音
楽
が
、
や
や
も
す
る
と

ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
と
ト
リ
オ･

ロ
ス･

パ
ン
チ
ョ
ス

に
片
寄
り
が
ち
な
る
の
を
指
摘
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ロ

ベ
ル
ト･

カ
ル
ロ
ス
の
作
品
や
、
ア
ル
パ
を
中
心
と
し

た
中
米
の
音
楽
を
数
多
く
紹
介
し
て
日
本
の
ラ
テ
ン
音

楽
フ
ァ
ン
の
啓
蒙
を
果
た
し
た
。
そ
の
彼
女
に｢

ソ
サ

ヤ･

ト
リ
オ｣

で
評
判
の
良
か
っ
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
な

ぜ
帰
国
し
た
の
か
と
い
さ
さ
か
不
躾
な
質
問
を
し
た
が
、

「
ど
う
し
て
も
民
族
の
血
に
は
勝
て
な
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。
後
年
亡
く
な
る
際
に｢

今
度
生
ま
れ
た
ら
メ
キ
シ

コ
で
産
ま
れ
る
の
。
そ
し
て
私
は
グ
ア
ハ
ラ
ダ
ラ
生
ま

れ
よ
と
皆
に
言
う
の
よ｣

と
夫
の
次
郎
に
言
い
残
し
て

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
12
月
27
日
こ
の
世
と
別
れ
を

告
げ
た
。

ト
リ
オ･

ロ
ス･

パ
ン
チ
ョ
ス
の
来
日

戦前・戦後のラテン音楽とその周辺戦前・戦後のラテン音楽とその周辺 9

ラテン音楽愛好家　緒方　馨ラテン音楽愛好家　緒方　馨

　　成16年）
　 「今日は４時までやるわ」
　元気のいい声で両手を上げているのはスナック
ダイヤモンドの宮子ママだ。松浦亜弥似で、黒木
瞳の雰囲気を持った素敵な女性だ。年より若く見
えるが20歳過ぎの娘が２人いる。妹の恬

や す
子

こ
はたま

に店を手伝うこともあるが、いつもはほとんど顔
を見せない。恬子は素朴で清楚なタイプの娘だ。
　客のいない日なら、ママは12時過ぎの最終電車
で帰るのだが、すでに12時は回っている。店のカ
ウンターにはキザで饒舌な客、富田がゆっくりヘ
ネシーのグラスを傾けている。２年前に妻に先立
たれてからこの店の常連客だ。首に巻いたお洒落
なバンダナが目立っている。大学教授らしい。隅
には、似合わないシャツを着た歴史好きの大伴が
いる。少し暗い男で、人の好みが激しいが、気
が合えば話し込んでしまうタイプだ。今暗いの
は会社でリストラの対象とされているからのよう
だ。バツイチで１
人暮らしだ。後か
らやって来て２人
の間に座っている
のが、見事なはげ
頭の戸田社長だ。
はげ頭が女に持て
ないというのは彼
には当てはまらな
い。妻帯者だが財

貨に物を言わせて女性には結構持てる。自称ベッ
カムだ。富田に負けずおしゃべりな上に歌も上手
だ。この店でいつも山崎をキープしている常連は
彼ぐらいだろう。水割りを飲みながら「無法松の
一生」を歌い終わったところだ。３人共揃って宮
子ママのファンだ。

ックス席にいた客も歌う。「誰よりも君を愛
す」の替え歌だ。

　「たちそで、たたない。たちそで、たたない。
…たちそで、たたないマイホーム」
　確かに切実な問題だ。もちろん２番３番も歌っ
たのだがここでは省略する。近くの居酒屋からは
しごの４人グループだ。彼らが帰るとママがカウ
ンターへ戻ってきた。
　「さあ、これからよ」
　乗り乗りのママに大伴が声を掛ける。
　「そろそろ帰るよ」
　そうは言うものの、すぐに帰りそうでもない。
グラスに水割りも半分残っている。彼は明日休み
のはずだ。宮子ママは彼のグラスにちらっと目を
やって、駄々っ子をたしなめるようにやさしい声
で言う。
　「我がまま言っちゃ駄目。としちゃん」
　その一言で彼はまたまた飲み続ける。
　「ママ、百人一首に興味ない」
　大伴が聞く。

（つづく）

百人一首殺人事件

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
②

平

ボ

   

外
国
人
タ
レ
ン
ト
の
派

遣
会
社
、
稲
川
素
子
事
務

所
の
社
長
は
、
芸
能
界
だ

け
で
な
く
文
化
事
業
に
も

手
を
染
め
る
女
性
実
業
家

で
あ
る
。
昨
年
の
秋
、
そ

ん
な
彼
女
か
ら
「
ロ
シ
ア

と
も
っ
と
仲
良
く
な
る
た

め
に
、
物
知
り
試
験
を
始

め
た
い
。
ひ
い
て
は
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
を
急
い
で

作
っ
て
欲
し
い
」
と
の
依

頼
を
受
け
た
。

　

ロ
シ
ア
と
い
え
ば
、
子

ど
も
の
頃
、
元
日
本
軍
の

「
密
偵
」
だ
っ
た
老
人
を

家
庭
教
師
に
迎
え
、
父
の

書
斎
か
ら
漏
れ
て
く
る
不

思
議
な
言
葉
に
胸
踊
ら
さ

れ
て
以
来
の
付
き
合
い
で

あ
る
。
断
る
理
由
が
な
い

の
で
二
つ
返
事
で
引
き
受

け
た
が
、
さ
あ
困
っ
た
、

歴
史
や
映
画
な
ど
一
部
は

自
分
で
も
書
け
る
が
、
バ

レ
エ
や
料
理
な
ど
の
分
野

で
専
門
家
を
探
さ
ね
ば
。

　

ロ
シ
ア
小
百
科
と
く
れ

ば
、
や
は
り
文
学
が
中
心

を
な
す
。
そ
の
執
筆
者
と

し
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ん
だ
の
が
、
浪
花
の
文
化

人
こ
と
小
野
元
裕
氏
で

あ
っ
た
。
天
理
大
学
で
ロ

シ
ア
語
と
文
学
の
研
鑽
を

積
み
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
の
見
識
と
、
歴
史

的
か
つ
文
化
的
に
ロ
シ
ア

の
兄
貴
分
た
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
事
情
に
も
長
け
て
い

る
。「
大
至
急
頼
む
ぜ
」

な
る
無
理
難
題
に
、
小
野

氏
が
敏
速
に
し
て
完
璧
な

原
稿
で
応
え
て
く
れ
た
と

き
、「
良
い
本
が
出
来
上

が
る
」
と
の
予
感
を
、
私

は
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
に
よ
る
配
本

手
続
き
も
完
了
、
そ
し
て

第
１
回
の
検
定
試
験
も
７

月
10
日
の
日
曜
日
、
大
阪

を
含
む
日
本
の
主
要
都
市

で
開
催
と
決
ま
っ
た
。
多

く
の
人
が
硬
軟
両
面
の
問

題
に
取
り
組
み
、
今
な
お

政
治
面
で
深
い
溝
が
横
た

わ
る
両
国
の
関
係
が
、
い

つ
か
の
日
か
理
解
し
あ
え

る
関
係
を
築
く
未
来
像
を

思
い
描
い
て
い
る
。

　
「
エ
ッ
、
菅
野
さ
ん
亡

く
な
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　

東
大
阪
新
聞
社
主
の
小

野
元
裕
氏
が
、
電
話
口
で

グ
ッ
と
言
葉
を
飲
む
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
異
国

の
大
学
で
日
本
語
講
師
を

勤
め
る
菅
野
開
史
朗
君
と

小
野
氏
を
結
び
つ
け
た
の

は
私
で
あ
る
。
国
際
交
流

基
金
の
助
成
を
得
て
日
本

と
は
関
係
が
疎
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
辺
境
国
で
映
画

や
音
楽
な
ど
組
み
立
て
て

の
「
日
本
文
化
週
間
」
を

主
宰
し
て
き
た
が
、
そ
の

早
い
段
階
で
公
演
先
と
し

て
選
ん
だ
バ
ル
ト
海
沿
岸

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
首
都
リ
ガ

の
国
立
大
学
で
通
訳
を
務

め
て
く
れ
た
の
が
菅
野
君

で
、
文
化
講
演
の
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
を
担
っ
て
く
れ

た
の
が
、
小
野
氏
で
あ
っ

た
。
そ
の
折
、
年
代
も
近

く
意
気
投
合
し
た
２
人

一
言
一
句
の
遺
漏
な
く
彼

女
の
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た

の
を
見
届
け
る
と
、
菅
野

君
を
急
か
し
て
部
屋
を
出

た
。

　

そ
れ
か
ら
の
記
憶
は
薄

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
翌
日

の
早
々
に
館
側
か
ら
詫
び

が
入
り
、
日
本
文
化
週
間

の
一
環
と
し
て
、「
日
本

の
マ
ン
ガ
展
」
は
無
事
開

会
に
漕
ぎ
着
け
た
。
２
０

０
２
年
の
秋
10
月
の
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
の
時
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
菅
野
君

は
、
解
説
文
の
翻
訳
に
開

会
式
の
通
訳
は
た
ま
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
供
さ
れ
る

日
本
酒
の
手
配
に
至
る
ま

で
八
面
六
臂
の
働
き
を
見

せ
、
日
本
・
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

両
サ
イ
ド
か
ら
の
有
り
余

る
謝
辞
を
全
身
に
受
け
止

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私

は
ア
リ
ガ
ト
ウ
の
言
葉
に

続
け
て
、
こ
れ
か
ら
君
に

は
イ
ッ
パ
イ
頼
み
事
す
る

か
ら
ね
、
な
る
言
葉
を
信

頼
の
証
と
し
て
重
ね
た
。

　

そ
の
第
１
弾
と
し
て
頼

ん
だ
の
が
、
外
交
官
と
し

て
欧
州
ま
た
ア
フ
リ
カ
を

歴
任
し
た
片
山
醇
之
助
氏

が
戦
前
、
正
式
な
入
省
前

の
外
務
省
か
ら
ロ
シ
ア
語

取
得
の
た
め
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

の
都
リ
ガ
に
派
遣
さ
れ
た

頃
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
私
と
同
国
を
結
び
付

け
た
の
は
こ
の
片
山
氏

で
、
言
語
学
者
ペ
テ
ル

ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
の
生
誕

百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
末
期
ガ
ン
の
た
め
招
待

を
断
っ
た
片
山
氏
に
代

わ
っ
て
代
理
参
加
し
た
の

が
、
こ
の
バ
ル
ト
海
沿
岸

の
小
国
に
足
を
踏
み
入
れ

た
最
初
で
あ
っ
た
。
当
時

は
ま
だ
ソ
連
か
ら
の
独
立

後
間
も
な
く
で
、
内
務
省

と
い
っ
た
主
要
官
庁
の
外

壁
に
は
ソ
連
の
戦
車
が

ブ
ッ
放
し
た
砲
弾
の
痕
が

生
々
し
い
姿
を
曝
け
出
す

一
方
、
公
園
都
市
の
名
に

恥
じ
な
い
町
な
か
の
豊
か

な
緑
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一

辺
境
国
と
し
て
の
歴
史
と

伝
統
を
感
じ
さ
せ
、
教
会

の
塔
の
屹
立
は
ド
イ
ツ
騎

士
団
が
統
治
し
て
い
た
時

代
の
面
影
を
旧
市
街
の
石

畳
の
上
に
展
べ
て
い
た
。

　

そ
の
古
都
リ
ガ
で
青
春

時
代
を
送
っ
た
片
山
氏
に

私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

一
代
記
が
、
同
じ
よ
う
に

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
裏
面

史
を
生
き
抜
い
た
数
人
の

個
人
史
の
聞
き
書
き
と
と

も
に
１
冊
の
本
に
、
と
い

う
計
画
が
浮
上
し
た
と

き
、
例
え
ば
旧
日
本
大
使

館
の
所
在
地
の
確
認
を
依

頼
す
る
と
、
菅
野
君
は

喜
々
と
し
た
様
子
で
回
答

メ
ー
ル
を
送
っ
て
寄
越
し

て
く
れ
た
。
そ
こ
に
は
世

代
を
超
え
、
一
学
徒
と
し

て
ゲ
ル
マ
ン
と
ス
ラ
ブ
の

結
節
点
で
研
究
生
活
を
送

る
２
人
の
姿
が
、
私
に
は

重
な
っ
て
見
え
た
。
程
な

く
「
日
露
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
・
は
ざ
ま
で
生
き

た
証
言
」
と
し
て
彩
流
社

か
ら
刊
行
さ
れ
、
幸
い
に

し
て
研
究
者
の
間
で
好
評

を
博
し
た
が
、
菅
野
君
の

協
力
な
く
し
て
は
、
私
は

満
足
の
う
ち
に
脱
稿
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

片
山
氏
の
回
想
に
も
登

場
し
た
、
リ
ガ
の
町
の
中

心
広
場
の
入
り
口
に
立
つ

時
計
塔
は
、
19
世
紀
後
半

に
創
業
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
メ
ー
カ
ー
、
ラ
イ
マ
社

の
宣
伝
物
で
、
リ
ガ
っ
子

に
は
格
好
の
待
ち
合
わ
せ

場
所
で
あ
り
、
菅
野
君
と

も
よ
く
そ
こ
で
落
ち
合
っ

て
、
隣
接
す
る
国
立
歌
劇

場
で
オ
ペ
ラ
を
楽
し
ん
だ

り
し
た
。

　

ド
イ
ツ
か
ら
ソ
連
へ
、

そ
し
て
独
立
回
復
へ
と
国

の
主
権
者
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
た
20
世
紀
を
見

送
り
、
平
和
な
21
世
紀
を

迎
え
て
な
お
健
在
な
時
計

塔
の
下
に
、
菅
野
君
を

待
っ
て
立
つ
こ
と
は
、
も

う
な
い
。
し
か
し
１
人
の

日
本
人
の
44
年
と
い
う
短

い
人
生
に
凝
縮
し
た
功
績

は
、
ラ
イ
マ
の
塔
が
時
を

刻
み
続
け
る
限
り
、
両
国

の
人
々
の
中
に
永
劫
記
憶

さ
れ
て
然
る
べ
き
と
、
私

に
は
思
え
る
。

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼

と
の
間
に
起
き
た
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
色
褪
せ

る
こ
と
な
く
脳
裏
に
浮
か

ん
で
く
る
。

　

そ
の
一
つ
が
―
。

　
「
菅
野
君
、
逐
一
通
訳

し
て
よ
ッ
！
」

　

鬼
の
よ
う
な
私
の
形
相

に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
、

彼
は
い
つ
も
の
よ
う
に
丸

い
目
を
ク
リ
ク
リ
さ
せ

て
、
明
ら
か
に
戸
惑
っ
て

る
素
振
り
を
見
せ
た
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
国
立
図
書

館
２
階
の
会
議
室
の
中
央

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
少

年
サ
ン
デ
ー
や
少
年
マ
ガ

ジ
ン
、
ま
た
ヤ
ン
グ
ジ
ャ

ン
プ
な
ど
週
刊
・
月
刊
の

漫
画
雑
誌
に
、
手
塚
治
虫

に
水
木
し
げ
る
と
い
っ
た

大
御
所
の
マ
ン
ガ
単
行
本

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
。「
ぜ
ひ
日
本
の
マ
ン

ガ
文
化
を
紹
介
し
て
欲
し

稻
學
館
刊

定
価
2
、１
６
０
円
（
税
込
み
）
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静
か
な
情
熱
。
こ
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

辞
書
の
編
纂
と
い
う
仕
事
に
出
合
い
、
く
す

ぶ
っ
て
い
た
才
能
が
進
む
べ
き
方
向
を
得
た

と
き
の
推
進
力
と
そ
の
喜
び
が
読
者
の
胸
を

打
ち
ま
す
。

　
僕
は
全
く
知
ら
な
い
世
界
で
す
が
、
ま
る

で
登
場
人
物
の
一
人
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に

「
が
ん
ば
れ
！
」
と
心
で
叫
ん
で
い
る
自
分

が
い
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の
思
い
を
繋

い
で
一
つ
の
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
…
。
素

晴
ら
し
い
！

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 

９
現代生き方指南

　

人
間
と
し
て
の
調
和
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
、
何
に
調
和
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま

ず
人
間
は
大
自
然
の
姿
に
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
宇
宙
と
い
う
空
間
、
そ
の
空
間
に
点

在
す
る
星
や
雲
そ
し
て
太
陽
・
地
球
・
山
川
草
木
・

空
気
・
水
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
環
境
を
抜
き
に
し

て
人
間
の
存
在
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
大
自
然
の

中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間
、
大
自
然
の
外
に
出
ら

れ
な
い
人
間
、
こ
う
考
え
る
と
人
間
の
在
り
方
は
大

自
然
の
姿
に
合
わ
せ
た
生
活
、
意
識
の
仕
方
、
心
の

持
ち
方
が
人
間
と
し
て
の
自
然
界
と
合
っ
た
調
和
の

尺
度
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
大
自

然
は
一
糸
乱
れ
ぬ
法
則
の
も
と
に
正
し
く
運
行
さ
れ

て
い
る
。
太
陽
の
熱
、光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
も
、

地
上
の
生
物
が
生
存
す
る
の
に
必
要
な
適
温
を
維
持

し
て
放
射
し
て
お
り
、
空
気
に
し
ろ
水
に
し
ろ
、
い

く
ら
使
っ
て
も
こ
の
世
か
ら
は
減
る
こ
と
も
増
え
る

こ
と
も
な
い
。
そ
れ
が
仏
教
で
言
う
不
増
不
減
の
姿

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
自
然
界
の
姿
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
神
仏
の
計
ら
い
、
神
仏
の
知
恵
、
神
仏
の
慈

悲
、
神
仏
の
愛
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
大
宇
宙
と
い
う
自
然
界
は
神
仏
の
胸

の
中
で
呼
吸
し
生
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。そ
う
し
て
人
間
は
、程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、真
・

善
・
美
を
見
分
け
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
己
に
嘘
の
つ
け
な
い
心
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
嘘
の
つ
け
ぬ
心
こ
そ
が
神
仏
の
心
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
神
仏
の
心
と
は
慈
悲
と
愛
の
心
で
あ
る
。
だ
が

人
間
は
、
五
感
と
六
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）

に
よ
っ
て
そ
の
時
そ
の
時
の
都
合
の
よ
い
ほ
う
に
判

断
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
本
来
の
己
を
失
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
は
人
間
が
神
仏
の
慈
悲
や
愛
の
心
、
そ
し

て
自
然
界
と
不
調
和
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

宇
宙
に
は
果
て
が
な
い
よ
う
に
人
間
の
自
己
保
存

と
欲
望
に
は
果
て
が
な
い
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
苦

を
自
分
で
生
み
出
し
て
く
る
。
さ
す
れ
ば
人
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
の

か
。
そ
れ
に
は
ま
ず「
足
り
る
こ
と
を
知
っ
た
生
活
」

を
送
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
い
く
ら
力
ん
で
も
頑

張
っ
て
も
、
巨
額
の
財
産
を
持
と
う
が
、
ど
れ
だ
け

偉
い
人
間
に
な
ろ
う
が
、
百
歳
以
上
ま
で
生
き
る
こ

と
は
難
し
い
。
ま
た
こ
の
世
を
全
部
独
り
占
め
し
た

と
し
て
も
、
あ
の
世
に
持
っ
て
行
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
生
ま
れ
た
と
き
が
裸
な
ら
、
死
ぬ
と
き
も
裸
で

あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
生
き
て
行
く
の
に
必
要

な
も
の
さ
え
あ
れ
ば
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と

い
う
こ
と
は
、
人
は
「
足
る
こ
と
を
知
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
足
る
こ
と
を
知
る
と
は
物
事
に
対
し

て
我
慢
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
正
道
を
知
っ

た
生
活
な
の
で
あ
る
。人
生
の
目
的
と
使
命
を
悟
り
、

中
道
と
い
う
自
然
の
法
に
沿
っ
た
生
活
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
。「
足
る
こ
と
を
知
ら
な
い
」
た
め
に

労
使
の
対
立
が
起
こ
っ
た
り
し
、
一
方
は
で
き
る
だ

け
安
い
賃
金
に
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
一
方
は
、
物

価
高
騰
を
理
由
に
賃
上
げ
を
要
求
す
る
。
そ
の
よ
う

な
い
た
ち
ご
っ
こ
で
ま
す
ま
す
物
価
を
引
き
上
げ
る

原
因
を
作
っ
て
い
る
。
経
営
者
は
利
益
が
上
が
れ
ば

待
遇
を
改
善
し
、
社
員
は
そ
れ
に
報
い
る
た
め
に
一

層
努
力
す
る
。
感
謝
と
報
恩
、
そ
れ
が
や
が
て
新
た

な
知
恵
を
生
み
出
し
会
社
を
よ
り
安
定
へ
と
導
き
社

員
生
活
の
安
定
と
高
昇
に
な
る
。

　

宗
教
は
思
想
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
然
界
が

教
え
る
法
則
に
の
っ
と
っ
た
中
道
の
生
き
方
、
生
活

の
在
り
方
を
導
く
も
の
で
あ
る
。

　

知
識
は
頭
で
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
応
用

は
多
岐
に
わ
た
り
自
由
自
在
で
あ
り
無
限
の
大
き
さ

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
百
年
と
い
う
年
月
が

経
っ
て
も
博
学
を
身
に
つ
け
て
も
、
智
慧
に
は
な
り

得
な
い
。
し
か
る
に
そ
の
知
識
を
実
際
に
応
用
し
な

け
れ
ば
智
慧
と
し
て
身
に
つ
か
な
い
。換
言
す
れ
ば
、

実
践
に
よ
っ
て
の
み
知
識
が
多
く
の
知
恵
に
変
わ
っ

て
い
く
。
智
慧
は
心
か
ら
湧
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

　

我
々
人
間
は
、
動
物
・
植
物
・
鉱
物
を
口
に
い
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
を
保
ち
生
き
て
い
る
。
つ
ま

り
そ
れ
ら
の
み
の
供
養
が
な
け
れ
ば
一
日
と
し
て
生

き
て
い
け
な
い
。
他
を
生
か
す
と
は
自
分
の
身
を
他

に
供
養
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
魚
や
野
菜
そ
し

て
肉
や
あ
ら
ゆ
る
飲
物
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
生
命

を
持
ち
、
私
た
ち
に
そ
の
身
を
投
げ
出
し
て
い
る
。

我
々
人
間
関
係
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が

合
っ
て
仕
事
を
通
し
て
他
を
生
か
し
あ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

仏
教
と
は
、信
心
・
信
仰
と
は
、に
つ
い
て
、経
験
、

体
験
そ
し
て
近
年
大
学
の
科
目
履
修
生
と
し
て
勉
強

し
て
き
た
こ
と
も
踏
ま
え
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
そ
の

上
、
学
者
・
専
門
家
・
宗
教
家
等
の
書
か
れ
た
書
物

を
参
考
文
献
と
し
、
施
行
を
繰
り
返
し
、
自
分
な
り

の
主
張
・
信
念
・
持
論
を
作
り
上
げ
て
き
た
が
、
仏

教
の
教
え
の
基
本
と
な
る
修
行
論
と
戒
、
そ
し
て
正

法
に
も
と
づ
い
た
八
正
道
を
ま
と
め
て
み
る
。

　【
大
乗
仏
教
の
修
行
論
】

　

基
木
的
に
６
つ
の
波
羅
密
（
彼
岸
に
渡
る
方
法
）

が
説
か
れ
て
い
る
。

　

①
布
施
波
羅
密
（
施
し
の
修
行
）

　

②
持
戒
波
羅
密
（
戒
を
守
る
修
行
）

　

③
忍
辱
波
羅
密
（
他
人
か
ら
受
け
る
迷
惑
を
じ
っ

と
耐
え
忍
ぶ
修
行
）

　

④
精
進
波
羅
密
（
努
力
の
修
行
）

　

⑤
禅
定
波
羅
密
（
精
神
統
一
を
す
る
修
行
）

　

⑥
智
慧
波
羅
密
（
智
慧
を
磨
く
修
行
）

　

①
〜
⑥
ま
で
す
べ
て
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
実
践

さ
れ
、
そ
の
結
果
に
得
ら
れ
る
の
が
〝
般
若
心
経
〞

で
い
う
と
こ
ろ
の
「
般
若
＝
智
慧
」
で
あ
る
。
我
々

は
こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
布
施
・
持
戒
・

忍
辱
・
精
進
・
禅
定
を
し
て
い
る
と
、お
の
ず
か
ら「
般

若
」
が
身
に
つ
い
て
く
る
と
〝
般
若
心
経
〞
は
教
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

企
業
経
営
者
で
僧
侶
の
松
茂
良
興
真
住
職
の
法
話
を
連
載

当院の観世音菩薩様は地面から頭の先まで８ｍ
20㎝あります。ぜひ一度お参りにお越し下さい

大
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間

三
野
郷
山 

三
寶
興
誠
院 

住
職･
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国
際
医
術
学
院

学
院
長

光
田
年
寿

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
２
丁
目
４―

８

長
堀
プ
ラ
ザ
ビ
ル
５
階
Ｆ
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
９
９

〒542-0081

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
協
会

理
　
事

坂
口
　
健
太
朗

大
阪
府
松
原
市
上
田
４―

１―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
２
０
６―

８
５
７
８

〒580-
0016

映
像
制
作
・
イ
ベ
ン
ト
・
広
告
の
こ
と
な
ら

株
式
会
社
コ
ン
セ
プ
ト

代
表
取
締
役
　

尾
花
　
英
隆

〒547-0022

大
阪
市
平
野
区
瓜
破
東
２―

５―

49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
０
３―

０
０
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０―

３
１
５
６―

７
０
１
９

総
合
診
療
所　
あ
い
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒583-
0885

〒583-
0885

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
１―

28

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
３
３―

０
４
２
８

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
３―

９

カ
ー
サ
ヴ
ェ
ル
デ
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
５
１―

９
０
７
２

事
務
所

森
井
整
骨
院

は
い
は
い
メ
ソ
ッ
ド
・
水
素
療
法

（
日
本
水
素
療
法
協
会
会
長
）

院
　
長

森

井

隆

喜

〒
578―

0941
　
東
大
阪
市
岩
田
町
３―

７―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
06
）
６
７
２
２―

５
２
２
５

（
近
鉄
奈
良
線
・
岩
江
岩
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

営
業
部
木
村
達
也

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

２４

診
療
科
　
内
科
・
小
児
科

住
　
所
　
〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間
　
月
〜
土
　
午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　
月
・
火
・
水
・
金
　
午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日
　
祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院樹木葬
永代供養

〜
花
の
下
で
眠
り
た
い
〜

法
浄
霊
園

自
然
葬
「
み
の
り
」

〒581-0864
八尾市山畑290番地

ご遺骨のご相談は
072-943-5544
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ザ
ン
ビ
ア
で
の
最
後
はGame 

Reserve

（
動
物
保
護
区
）
を
二
ヵ
所

訪
れ
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
に
は
ケ
ニ
ア

の
ア
ン
ボ
セ
リ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ン
ゴ

ロ
ン
ゴ
ロ
や
セ
レ
ン
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
な
ど

サ
フ
ァ
リ
で
世
界
的
に
有
名
な
国
立
公

園
が
あ
り
ま
す
が
、
ザ
ン
ビ
ア
に
も
多

く
の
動
物
保
護
区
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま

り
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
知

る
人
ぞ
知
る
穴
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
タ

ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
の
南
岸
に

あ
るKasaba Bay National 

Park

（
カ
サ
バ
湾
国
立
公

園
）。

　

小
型
の
飛
行
機
で
ル
サ

カ
か
ら
三
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
で
す
。
着
陸
す
る
と
き

に
高
度
を
下
げ
て
行
く
と
、

眼
下
に
い
る
象
の
群
れ
が

飛
行
機
の
爆
音
に
驚
い
て

疾
走
す
る
光
景
が
圧
巻
で

し
た
。

　

着
陸
し
、
ま
ず
は
ロ
ッ
ジ
に
入
り
ま

す
。
疲
れ
て
い
た
の
で
ツ
ェ
ツ
ェ
蝿
よ

け
の
蚊
帳
を
吊
っ
て
休
ん
で
い
る
と
、

表
の
ほ
う
で
ガ
サ
ガ
サ
と
物
音
が
し
ま

す
。
目
を
や
る
と
、
窓
に
巨
大
な
影
が

映
っ
て
い
ま
す
。

　
「
何
が
来
た
ん
だ
!?
」

　

び
っ
く
り
し
て
ド
ア
を
開
け
る
と
、

大
き
な
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
で
す
。
ロ
ッ
ジ

に
接
し
て
生
え
て
い
る
雑
草
を
食
べ
に

来
て
い
る
の
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ

は
イ
ン
ド
ゾ
ウ
と
は
違
っ
て
大
き
く
凶

暴
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
襲
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
し
よ
う
か

と
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ゾ
ウ

は
特
に
僕
の
存
在
を
気
に
す
る
で
も
な

く
、
悠
々
と
草
を
食
べ
続
け
て
、
や
が

て
堂
々
と
離
れ
て
行
き
ま
し
た
。
到
着

し
た
初
日
か
ら
こ
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
で

す
。
こ
こ
で
は
動
物
の
ほ
う
が
支
配
者

で
、
人
間
は
む
し
ろ
彼
ら
に
遠
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

僕
が
泊
ま
っ
た
ロ
ッ
ジ
は
タ
ン
ガ

ニ
ー
カ
湖
の
南
岸
に
あ
っ
て
、
そ
こ
で

三
泊
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
夜
行
性
の
動
物
を
見
に
行
こ

う
と
ジ
ー
プ
で
出
か
け
ま
し
た
が
、
見

つ
け
た
の
は
カ
バ
ぐ
ら
い
。
他
の
動
物

に
は
出
会
え
ず
、
カ
バ
を
車
で
追
い
か

け
ま
し
た
。
こ
の
と
き
初
め
て
目
に
し

た
の
で
す
が
、
カ
バ
の
走
る
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
！　

鈍
重
に
見
え
る
大
き
な
カ

バ
が
、
あ
ん
な
に
速
く
走
れ
る
な
ん
て

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
は
早
朝
か
ら
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ

湖
で
釣
り
を
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
た
く

さ
ん
は
釣
れ
ず
不
漁
で
し
た
が
、
僕
は

小
さ
な
魚
を
四
〜
五
匹
釣
り
上
げ
ま
し

た
。
も
っ
と
も
、
小
さ
い
と
い
っ
て
も

三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
あ
り
ま

す
。
も
し
日
本
の
川
や
湖
で
あ
れ
ば
、

け
っ
こ
う
な
大
物
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
現
地
の
人
は
「
今
日
は
小
さ
い
の
し

か
釣
れ
な
か
っ
た
」
と
残
念
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

釣
り
の
後
は
ガ
ー
ド
マ
ン
に
守
ら
れ

な
が
ら
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
、
動
物
を
探

し
て
ウ
ロ
ウ
ロ
し
ま
し
た
。

　

ガ
ー
ド
マ
ン
は
ラ
イ
フ
ル
を
持
っ
て

い
て
、
い
つ
も
周
り
に
目
を
光
ら
せ
て

い
ま
す
。
野
生
動
物
が
棲
息
し
て
い
る

の
で
、
い
つ
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

肉
食
獣
も
草
食
獣
も
人
間
に
と
っ
て

は
危
険
な
存
在
な
の
で
す
。
と
く
に
象

と
水
牛
が
危
険
だ
と
い
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
幸
い
に
も
襲
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し
危
害

を
加
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の

動
物
を
射
殺
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
で
は
遊
泳
も
で
き

ま
し
た
。
お
昼
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

な
が
ら
湖
水
浴
を
し
て
い
る
と
、
水
中

で
僕
の
脛
を
撫
で
る
奴
が

い
ま
す
。

　
「
ん
？　

水
の
中
で
誰

だ
？
」

　

よ
く
よ
く
注
意
し
て
見

た
ら
、
そ
こ
に
い
た
の
は

カ
バ
で
し
た
。
も
し
襲
わ

れ
た
ら
命
が
危
な
い
の
で
、

あ
わ
て
て
陸
に
上
が
る
と

ガ
バ
ー
っ
と
水
面
か
ら
顔

を
出
し
ま
し
た
。
一
緒
に
泳

い
で
い
た
人
た
ち
も
び
っ

く
り
し
て
、
大
慌
て
で
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夜
は
バ
ー
で
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
賑
や
か
に
雑

談
。現
地
の
人
が
言
う
に
は
、こ
の
ロ
ッ

ジ
に
泊
ま
っ
た
日
本
人
は
僕
が
初
め
て

だ
そ
う
で
す
。

アフリカ編

タンガニーカ湖での釣り

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子

９

 

（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 26,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
カ
フ
ェ

と
庭「
コ
コ
ル
ー
ム
」（
大
阪

市
西
成
区
太
子
２
―
３
―

３
）」は
飛
田
本
通
り
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
「Donna-Lee

」
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
え
と
こ
と

ば
と
こ
こ
ろ
の
部
屋
主
宰
者

の
上
田
假か

奈な

代よ

さ
ん
が
責
任

者
だ
。
偉
大
な
る
詩
人
谷
川

俊
太
郎
さ
ん
と
も
親
交
が
あ

り
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
は
谷

川
さ
ん
の
作
品
ノ
ー
ト
が
セ

ッ
テ
イ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

　

上
田
さ
ん
も
詩
人
だ
。
釜

ケ
崎
芸
術
大
学
の
詩
作
講
師

を
努
め
、
釜
ケ
崎
美
学
学
会

の
立
ち
上
げ
に
も

参
加
し
て
い
る
。

　

コ
コ
ル
ー
ム
の

オ
ー
プ
ン
は
２
０

１
６
年
の
４
月
、

生
ま
れ
た
て
の
ホ

ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

だ
。

　

上
田
さ
ん
は
地

域
の
人
び
と
と
旅

人
と
の
出
会
い
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
、
交
流
の
手
伝
い
を
し
た

い
と
語
る
。
地
域
の
高
齢
化

・
孤
独
死
・
介
護
問
題
を
共
に

考
え
、
海
外
の
メ
ン
バ
ー
と

も
連
帯
し
て
い
き
た
い
思
い

が
あ
る
。

　

敷
地
面
積
は
１
０
０
坪
、

庭
の
ス
ペ
ー
ス
は
70
坪
だ
。

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
庭
作
り

は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

幾
つ
か
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
の

セ
ッ
ト
が
あ
り
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
同
好
会
の
集
ま
り
な

ど
に
最
適
な
環
境
だ
と
感
じ

た
。

　

取
材
の
際
に
７
、
８
人
の

グ
ル
ー
プ
が
い
た
の
で
意
見

を
伺
っ
た
。「
楽ら

く

描が
き

の
会
」と

い
う
楽
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

絵
画
同
好
会
で
あ
り
、
地
域

の
人
や
他
の
地
区
の
人
た
ち

が
交
流
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
し
た
り
、
作
品
の
発
表
会

を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
た

だ
、
会
合
や
発
表
会
の
場
所

探
し
に
苦
労
し
て
い
る
様
子

で
、
コ
コ
ル
ー
ム
は
絶
好
の

ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
だ
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
な
か
な

か
ナ
イ
ス
な
環
境
だ
。
部
屋

数
は
10
室
あ
り
、
相
部
屋
・

シ
ン
グ
ル
・
ツ
イ
ン
ル
ー
ム

と
様
々
な
要
求
に
対
応
で

き
、
36
人
ま
で
宿
泊
可
能
。

宿
泊
料
金
は
１
人
２
、
５
０

０
円
か
ら
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
だ
。

　

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
・
ト
イ

レ
・
洗
面
所
は
共
用
設
備
が

あ
る
。
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
も
あ
り
、
自
炊
が
で

き
る
。

　

宿
泊
者
は
外
国
人
が
半
数

を
占
め
て
お
り
環
境
・
価
格

と
も
に
好
評
だ
と
い
う
。
コ

コ
ル
ー
ム
へ
の
問
合
せ
は
、

☎
０
６
―
６
６
３
６
―
１
６

１
２
へ
。
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上田假奈代さん上田假奈代さん

パドローネ22代表　小川秀人パドローネ22代表　小川秀人

NPO法人こえとことばとこころの部屋主宰者

西
成
に
交
流
の
場
を
作
っ
た
詩
人

人を引き付ける魅力を持つ上田假奈代さん

　①給与所得

　毎月、受け取ることができますが、

年収を上げると所得税率も上がってい

きます。

　住民税率を合わせると、最大55％に

もなります。

　※日々がんばって得た診療報酬も高額な年収設定では国

と折半しているようなものです。

　②退職所得

　所得税率は20％前後と高くないのですが、勇退時期はま

だまだ先で、そもそも設定が困難です。

※高齢になってから高額なお金を受け取っても、相

続問題に発展する可能性も。

　もう一つ、受け取る方法があることを、ご存じで

したか？

　この受け取り方法は―。

　給与所得よりも税率が低く、勇退時期を待つ必要

もありません。

　今よりもお金が残せますので、早期に個人資産が

構築できます。

　日々、がんばって得た大切なお金です。賢く手元

に残していきたいですね。

理事長が医療法人から
お金を受け取る方法
トータルタックスプランニング 木村 達也 ７

キ
ム
タ
ツ
の
知
恵
袋
⑧
は
8
月
15
日
付
に
掲
載

大 増 税 時 代

三
浦
し
を
ん
著
「
舟
を
編
む
」

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

光文社、定価 1,620 円（税込み）

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

本
は
心
の
栄
養
剤
①

ブ
ッ
ク
・
ソ
ム
リ
エ 

濵
道
俊
介

（
ソ
フ
ィ
キ
ク
ヤ
店
主
）



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年６月１５日（水）
　

東
大
阪
市
は
50
万
人
の

市
民
を
擁
す
る
中
核
都
市

だ
が
、
東
大
阪
市
文
化
連

盟
主
催
の
「
文
化
の
つ
ど

い
」を
観
て
、

文
化
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
感
じ
る
。工
芸
・

美
術
・
書
道
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
・
茶
道
・
絵
手
紙
等
々

数
多
く
の
愛
好
会
が
所
狭

し
と
展
示
ブ
ー
ス
に
自
慢

の
作
品
を
陳

列
し
、
観
覧

に
訪
れ
た
市

民
に
熱
心
に

説
明
を
し
て
い
た
。
舞
台

で
は
詩
吟
・
合
唱
・
民

謡
・
大
正
琴
・
社
交
ダ
ン

ス
等
々
が
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
を
繰
り
広
げ
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
東
大
阪

市
フ
ラ
協
会
「
サ
チ
コ
・

ナ
・
プ
ア
ラ
ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
登
場
す
る

と
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
で
迎
え
た
。
出
演

者
は
77
人
、
複
数
ス
テ
ー

ジ
出
演
者
延
べ
91
人
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
ム
ー
ド
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。
曲
目
に

合
わ
せ
て
８
組
の
フ
ラ
を

披
露
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
も

様
々
で
柔
ら
か
い
身
の
こ

な
し
、
そ
れ
で
い
て
力
強

い
リ
ズ
ム
が
印
象
に
残
っ

た
。

　

ト
リ
の
８
組
め
に
カ
リ

ス
マ
フ
ラ
ク
イ
ー
ン
田
邊

砂
智
子
さ
ん
が
登
場
。
濃

紺
の
ド
レ
ス
に
身
を
包

み
、
純
白
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

ド
レ
ス
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
７
人
を

従
え
て
「
ク

ウ
・
プ
ア
・

パ
カ
ラ
ナ
」

を
優
雅
に

舞
っ
た
。
流

石
の
フ
ラ
ク

イ
ー
ン
の
舞

い
に
会
場
は

水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
け

さ
に
包
ま
れ
た
が
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
る
と
称
賛

の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な

か
っ
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

目
を
覚
ま
す
と
、
窓
外
が
う
っ
す
ら
明
る
く

な
っ
て
い
る
。
電
車
は
速
度
を
落
と
し
、
静
か
に

走
る
。
向
か
い
の
ベ
ッ
ト
に
目
を
や
る
と
、
黒
髪

の
美
女
は
か
す
か
に
寝
息
を
立
て
て
い
る
。

　

昨
夜
は
調
子
に
乗
り
す
ぎ
て
ウ
オ
ツ
カ
を
飲
み

過
ぎ
た
。
頭
が
ふ
ら
つ
い
て
い
る
。
こ
ん
な
と
き

は
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
に
限
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
に
足
を
乗
せ
、
よ
た
よ
た
と
下
に
降

り
る
。車
両
が
揺
れ
体
勢
が
崩
れ
、向
か
い
の
ベ
ッ

ト
に
手
を
や
っ
た
。
そ
の
と
き
、
彼
女
の
ふ
く
ら

は
ぎ
に
触
れ
た
。
触
れ
た
瞬
間
に
、
い
や
触
れ
る

一
瞬
前
に
そ
の
柔
ら
か
さ
を
感
じ
、
ど
き
り
と
し

た
。
さ
っ
と
彼
女
の
顔
を
見
た
。
幸
い
な
こ
と
に

彼
女
は
気
付
く
こ
と
な
く
夢
の
中
を
漂
っ
て
い

る
。
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。
お
陰
で
酔
い
が
吹
っ

飛
ぶ
。

　

車
掌
室
を
覗
く
と
、
腹
の
出
た
不
機
嫌
顔
の
中

年
男
が
面
倒
臭
そ
う
に
紅
茶
を
淹
れ
て
い
る
。
淹

れ
る
と
い
っ
て
も
、
車
掌
室
前
に
あ
る
タ
ン
ク
か

ら
グ
ラ
ス
に
湯
を
注
ぎ
、
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
を
垂
ら

し
、
薄
切
り
レ
モ
ン
を

入
れ
る
だ
け
だ
。

　
「
レ
モ
ン
入
り
紅
茶
を

一
杯
お
願
い
し
ま
す
」

　

そ
う
言
う
と
、
車
掌

は
明
ら
か
に
不
機
嫌
そ

う
に
舌
打
ち
し
た
。
な

ん
だ
こ
の
態
度
は
。
そ

れ
以
上
何
も
言
う
気
が

し
な
く
な
り
、
車
掌
室

を
後
に
し
自
分
の
ベ
ッ

ト
へ
。

　

仕
方
な
く
ス
イ
カ
味

の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
噛
む
こ
と
に
。
５
分
ほ
ど

経
っ
た
頃
、
車
掌
が
や
っ
て
来
て
ぶ
っ
き
ら
棒
に

レ
モ
ン
テ
ィ
ー
を
差
し
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け
取

る
と
、
車
掌
は
手
の
ひ
ら
を
出
す
。
グ
リ
ヴ
ナ
硬

貨
を
渡
す
と
、
何
も
言
わ
ず
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
仕
舞
っ
て
去
っ
た
。

　

気
分
が
良
く
な
い
。
少
し
抵
抗
し
よ
う
と
思
っ

た
が
、
車
掌
に
な
さ
れ
る
が
ま
ま
。
そ
ん
な
自
分

に
腹
立
た
し
く
く
思
っ
た
が
、
寝
起
き
の
上
二
日

酔
い
の
頭
で
は
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
な
い
。

　

鉄
の
カ
バ
ー
が
付
い
た
縦
長
の
グ
ラ
ス
に
な
み

な
み
と
注
が
れ
た
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
。
砂
糖
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
て
、
一
口
す
す
る
。
グ
ラ
ス
に
刺
し
て

あ
る
ス
プ
ー
ン
が
目
に
入
ら
な
い
よ
う
に
右
目
を

閉
じ
な
が
ら
。そ
う
い
え
ば
、こ
ん
な
小
説
が
あ
っ

た
。
ロ
シ
ア
人
ス
パ
イ
が
ア
メ
リ
カ
人
だ
と
偽
っ

て
い
た
が
、
紅
茶
を
飲
む
と
き
に
片
目
を
瞑
っ
て

ば
れ
る
。
な
ん
と
も
間
抜
け
な
話
だ
。

　

最
後
の
一
口
を
啜
っ
た
と
き
に
は
、
す
っ
か
り

目
が
覚
め
て
い
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
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二日酔いにはレモンティー

4,104

2016（平成28）年7月3日（日）
14：00開演（13：30開場）※16:45終演予定
八尾プリズム小ホール
全席指定・税込
一　般：4,200円（当日300円増）
友の会：3,800円（当日増なし）
障がい者割引：3,600円（本人および付添いの方1名まで・当日300円増）
18歳以下割引：1,000円（当日300円増）
発売日～5月31日までの早期購入割引　一般：3,800円　友の会3,600円
○チケット発売
【友の会先行発売】　2016（平成28）年4月28日 (日 ) 午前10：00～
【一般前売発売】　　2016（平成28）年5月8日 (日 ) 午前10：00～

40 年近く地方回りのセールスマンを続けてきたウィリー・ローマン。社会の変化から取り残され
た男は、かつて確かに存在した華やかな時代の記憶にしがみついて生きていた。
ピカピカの車に乗った景気のいい時代、長男がフットボール選手として華々しく活躍していた時代、
息子達が父を敬い賞賛の言葉をかけてくれた過去……。
しかし現在、男が生きる現実は大きく違うものとなっていた。現実の自分と過去の自分が交錯し、
兄の幻影が一攫千金の夢を煽る。やがて孤独は狂気に彩られ、漆黒の闇を暴走するーー。

文学座地域拠点契約事業
文学座公演　セールスマンの死

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第４回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1991 年４月２日～ 2001 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成28年 10月９日（日）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

　

年
末
に
な
る
と
、「
12

月
は
年
収
が
１
０
０
万
円

を
超
え
る
と
あ
か
ん
の

で
、
パ
ー
ト
さ
ん
が
休
み

だ
す
の
で
す
よ
」
と
経
営

者
か
ら
よ
く
聞
く
。

　

パ
ー
ト
さ
ん
は
主
婦
が

多
い
。
ご
主
人
様
は
会
社

員
な
の
で
、
ご
主
人
様
の

所
得
税
の
計
算
上
「
扶
養

家
族
」に
し
て
お
き
た
い
。

扶
養
家
族
が
多
い

と
ご
主
人
様
の
税

金
が
安
く
な
る
。

　

こ
の
カ
ラ
ク
リ

を
知
っ
て
い
る
方

が
会
社
中
に
触
れ

回
る
た
め
噂
が
広

が
る
。

　

し
か
し
事
実
は

少
し
複
雑
だ
。
年

収
１
０
０
万
円
の

給
料
収
入
は
所
得

に
す
る
と
35
万
円

に
な
る
。
所
得
35
万
円
以

下
が
扶
養
家
族
の
条
件
と

い
う
時
代
が
あ
っ
た
が
、

税
制
は
年
々
改
正
が
行
わ

れ
、
現
在
は
38
万
円
以
下

と
な
っ
て
い
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
年
収

１
０
３
万
円
以
下
が
扶
養

家
族
の
条
件
と
な
る
。
奥

様
の
場
合
は
「
配
偶
者
控

除
」
と
し
て
ご
主
人
様
の

所
得
税
を
計
算
す
る
と
き

に
所
得
か
ら
38
万
円
を
引

い
て
、
そ
こ
に
税
率
を
か

け
る
。

　

万
が
一
年
収
１
０
４
万

円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
？　

当
然
「
配
偶
者
控

除
」
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
だ
１
０
４
万

円
な
ら
「
配
偶
者
特
別
控

除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
金
額
は
38
万
円
と

な
る
の
で
、
実
は
少
し
超

え
て
も
変
わ
ら
な
い
の

だ
。
い
く
ら
ま
で
が
38
万

円
の
控
除
に
な
る
か
と
い

う
と
１
、
０
４
９
、
９
９

９
円
ま
で
。

　
「
配
偶
者
特
別
控
除
」

は
年
収
１
４
０
万
円
位
ま

で
徐
々
に
減
っ
て
い
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
奥
様
本
人
に
税
金
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
。
本

当
に
年
末
に
休
む
意
味
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
…
と
な

る
。

　

た
だ
住
民
税
は
少
し
違

う
。
計
算
構
造
上
は
98
万

円
以
下
に
し
な
い
と
住
民

税
は
０
円
に
な
ら
な
い
の

だ
が
、
１
０
０
万

円
以
下
の
年
収
な

ら
住
民
税
は
非
課

税
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
１
０

０
万
円
に
し
て
い

る
と
、
市
区
町
村

に
よ
っ
て
違
う
が

均
等
割
と
い
う
会

費
の
様
な
税
金
が

奥
様
本
人
に
か

か
っ
て
く
る
場
合

が
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
問
題
は
あ

る
。
社
会
保
険
の
扶
養
家

族
は
概
ね
１
３
０
万
以
下

だ
と
か
。
さ
ら
に
会
社
の

給
与
規
定
が
扶
養
家
族
で

な
い
と
家
族
手
当
が
つ
か

な
い
と
か
…
こ
う
な
っ
て

く
る
と
簡
単
に
損
得
は
出

せ
な
く
な
る
。
都
市
伝
説

の
中
身
は
相
当
深
い
の
だ
。

税金都市伝説

笑う笑う
税理士

２
税理士 上西　知

よ
。
家
族
を
大
切
に
で
き

な
い
人
が
お
客
様
を
喜
ば

せ
る
こ
と
な
ん
て
で
き
ま

せ
ん
か
ら
」

剣
道
・
茶
道
・
華
道
で
あ

る
。

　
「
礼
に
は
じ
ま
り
礼
に

終
わ
る
。
礼
儀
作
法
や
挨

拶
、
そ
し
て
所
作
は
普
段

の
行
い
に
表
れ
ま
す
。
道

を
学
ぶ
こ
と
は
人
間
力
の

向
上
で
す
」

　

そ
う
言
っ
て
細
川
氏
は

優
し
く
微
笑
ん
だ
。
社
員

は
会
社
で
稽
古
が
で
き

る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
従
事
す
る

企
業
は
、
今
の
時
代
稀
有

な
存
在
だ
。

　
「
社
内
で
茶
道
を
続
け

て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
？
」
と
の
問
い
に
、

　
「
お
客
様
と
の
対
応
の

中
で
褒
め
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
嫁
い
だ
社
員
の
義
親
に

は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す

　

そ
う
軽
や
か
に
話
す
米

田
さ
ん
の
言
葉
は
上
品

で
、
そ
れ
で
い
て
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
響
き
、
場
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
。

　

お
点
前
が
始
ま
る
と
蹲

か
ら
聞
こ
え
る
水
の
音
が

心
地
良
く
場
を
満
た
す
。

日
常
の
喧
噪
か
ら
随
分
と

遠
い
と
こ
ろ
へ
ト
リ
ッ
プ

し
、
心
が
洗
わ
れ
る
。
こ

の
場
所
に
い
る
と
自
然
と

背
筋
が
伸
び
る
の
も
頷
け

る
。

　

点
て
た
ば
か
り
の
お
茶

を
い
た
だ
き
な
が
ら
気
持

ち
が
整
理
さ
れ
て
い
く
の

を
感
じ
る
。

　

米
田
さ
ん
は
言
う
。

　
「
茶
道
を
学
ぶ
こ
と
で

型
を
身
に
つ
け
ま
す
。
型

は
細
部
に
わ
た
り
、
日
常

の
所
作
へ
と
反
映
さ
れ
ま

す
。
道
具
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
お
客
様
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は

人
の
心
を
慮
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
」

　

細
川
氏
は〝
自
分
磨
き
〟

の
た
め
に
、
社
内
に
３
つ

の
「
道
」
を
用
意
し
た
。

　

扉
を
開
く
と
、
そ
こ
は

異
空
間
が
広
が
っ
て
い

た
。
並
ぶ
飛
び
石
、
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
露
地
に

は
燈
篭
、
仄
か
に
香
る
花

の
匂
い
、
蹲つ

く
ば
い

に
滴
る
水
の

音
。
そ
の
刹
那
、
誰
も
が

こ
こ
が
会
社
の
中
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

　

上
が
り
框
、
襖
を
開
け

ば
四
畳
半
の
世
界
。
く
つ

く
つ
と
釜
の
湯
の
沸
く
音

が
漏
れ
る
。

　

こ
の
立
派
な
茶
室
の
在

処
は
サ
ン
コ
ー
物
産
株
式

会
社
（
大
阪
市
西
区
南
堀

江
４
―
33
―
29
）
の
社

内
。
30
年
前
に
会
長
の
細

川
三
郎
氏
（
79
）
の
意
向

で
作
ら
れ
た
。
週
に
一

度
、
先
生
に
米
田
宗
幸
さ

ん
（
66
）
を
迎
え
、
女
子

社
員
は
稽
古
に
勤
し
む
。

　

取
材
の
日
は
季
節
柄
、

米
田
さ
ん
が
水
指
に
葉
蓋

を
用
意
し
た
。
梶
の
葉
、

鈴す
ず

懸か
け

、
紫
陽
花
。

　
「
梶
の
木
は
神
聖
な
も

の
で
、
七
夕
の
と
き
に
は

そ
の
葉
を
使
い
、
和
歌
を

書
い
て
願
い
事
を
し
た
も

の
で
す
。鈴
懸
は
、プ
ラ
タ

ナ
ス
と
言
っ
た
ら
分
か
り

や
す
い
で
し
ょ
う
。で
も
、

鈴
懸
の
方
が
涼
し
げ
ね
」

　

照
れ
を
隠

す
よ
う
に
答

え
る
細
川
氏

の
姿
は
、
ぬ

く
も
り
と
強
さ
に
包
ま
れ

て
い
た
。
話
に
惹
き
つ
け

ら
れ
る
の
は
細
川
氏
の
人

間
力
に
よ
る
も
の
だ
ろ

う
。

　

そ
ん
な
細
川
氏
が
７
月

３
日
八
尾
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
番
組
「
プ
ラ
イ

マ
ル
ラ
ジ
オ
」
に
ゲ
ス
ト

出
演
す
る
。「
家
族
の
絆
」

や
「
教
育
」
に
つ
い
て
話

す
予
定
だ
。（
嶋
津
亮
太
）

茶
道
で〝
自
分
磨
き
〟30
年

サ
ン
コ
ー
物
産
㈱

　

６
月
４
日
「
グ
リ
ー
ン

ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か
」
に

て
、
サ
ク
ラ
倶
楽
部
主
催

の
コ
ン
サ
ー
ト
「
響
き
に

ひ
た
る
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

牧
野
持じ

ゅ

ん侑
さ
ん
は

50
個
超
の
ア
ル
ケ

ミ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
を
セ
ッ
テ
イ

ン
グ
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
荘
厳
な
サ
ウ
ン

ド
を
響
き
わ
た
ら

せ
、
参
加
者
を
幽
玄

の
世
界
に
誘
っ
た
。
ア
ル

ケ
ミ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ル
ボ

ウ
ル
と
は
水
晶
素
材
に
ご

く
微
量
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
な
ど
種
々
の
元

素
を
付
加
し
て
高
温

焼
成
し
た
お
椀
を
指

す
。
水
晶
素
材
の

み
の
ボ
ウ
ル
の
音

域
を
大
き
く
超
え

て
、
様
々
に
微
妙
な

音
感
、
倍
音
（
１
オ

ク
タ
ー
ブ
上
に
近
い

音
）
の
世
界
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　

美
濃
部
わ
こ
さ
ん
は

「
氣
功
」
を
昇
華
さ
せ
た

優
雅
な
「
風
雅

乃
舞
」を
披
露
、

ア
ル
ケ
ミ
ー
・

ク
リ
ス
タ
ル
ボ

ウ
ル
の
倍
音
サ

ウ
ン
ド
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
大
き
な
拍

手
を
呼
ん
で
い

た
。

　
「
あ
わ
の
歌
」

提
唱
者
・
中
山
博
さ
ん
は

参
加
者
と
「
あ
わ
う
た
」

を
唱
和
、
倍
音
モ
ー
ド
と

あ
い
ま
っ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
た
。

�

（
小
川
秀
人
）

サクラ倶楽部主催
盛
況
の
コ
ン
サ
ー
ト「
響
き
に
ひ
た
る
」

茶
室

八尾市のプロモーションビデオ作製

八尾市の素晴らしさを全国に広めよう
　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
と
は
、

八
尾
市
に
在
住
す
る
人
た

ち
に
よ
る
芸
術
や
ス
ポ
ー

ツ
を
応
援
す
る
団
体
で
、

メ
ン
バ
ー
も
実
際
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。

　

作
家
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ

ブ
、
音
楽
家
の
集
い
の
中

で
こ
の
企
画
は
生
ま
れ

た
。
自
分
た
ち
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
そ
れ
に
よ
り

ど
れ
だ
け
の
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

融
合
で
笑
顔
を
創
造
し
よ

う
。
そ
の
考
え
か
ら
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ

た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
共
通
点
が

八
尾
市
在
住
と
い
う
こ
と

か
ら
「
八
尾
市
の
素
晴
ら

し
さ
を
全
国
に
広
め
よ

う
」
と
意
見
が
一
致
。
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の

作
製
に
と
り
か
か
っ
た
。

　

今
、
Ｐ
Ｖ
の
監
督
で
も

あ
り
脚
本
・
演
出
を
担
っ

た
嶋
津
亮
太
さ
ん
（
30
）

が
八
尾
市
を
舞
台
に
し
た

ド
ラ
マ
を
手
が
け
る
。
関

西
を
代
表
す
る
フ
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ブ
集
団
Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ 

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
の
代
表

で
あ
る
瓜
野
誠
一
郎
さ

ん
（
33
）
が
ダ
ン
ス
の
総

指
揮
を
と
り
、
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
西
村
歩
さ

ん（
27
）が
八
尾
市
立
曙
川

南
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ま
と
め

上
げ
、フ
ラ
ン
キ
ー
・
ヴ
ァ

リ
の
シ
ン
グ
ル
と
し
て
有

名
な
楽
曲
「
君
の
瞳
に
恋

を
す
る
」
を
編
曲
し
た
。

　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｋ
ｏ
さ
ん

（
48
）
は
企
画
書
を
片
手

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
く
れ
る
八
尾
市
の

企
業
や
行
政
、そ
し
て
民

間
の
団
体
を
回
り
参
加
者

を
募
っ
た
。

　

そ
の
熱
烈
な
思
い
が

通
じ
て
か
、
ミ
キ
ハ
ウ

ス
、
不
易
糊
工
業
、
旭
食

品
、
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
王
国

な
ど
多
数
の
有
名
企
業
か

ら
市
役
所
、
消
防
署
、
自

衛
隊
、
市
民
病
院
、
Ｆ
Ｍ

局
、
そ
し
て
民
間
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
、
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
に
至
る
ま
で
の
参

加
が
実
現
し
た
。

　
「
当
初
は
歴
史
あ
る
八

尾
の
街
並
み
や
商
店
街
、

美
し
い
自
然
風
景
を
物
語

の
中
に
登
場
さ
せ
る
こ
と

で
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
予
定

だ
っ
た
。
そ
れ
が
撮
影
を

進
め
る
う
ち
に
、
八
尾
の

最
大
の
魅
力
は
街
に
住
む

人
び
と
で
あ
る
こ
と
に
気

付
い
て
い
っ
た
」

　

監
督
の
嶋
津
さ
ん
は
語

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

関
わ
ら
ず
、
一
生
懸
命
慣

れ
な
い
ダ
ン
ス
を
覚
え
る

街
で
働
く
人
び
と
。
明
る

い
子
ど
も
た
ち
に
、
街
に

住
む
人
び
と
の
陽
気
な
笑

顔
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

顕
証
寺
で
の
ダ
ン
ス
で
は

２
５
０
人
以
上
の
市
民
が

参
加
し
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
お
祭
り

ご
と
を
面
白
い
と
捉
え
、

実
際
に
参
加
し
て
く
れ
る

八
尾
市
民
の
器
の
大
き
さ

を
感
じ
た
。
美
し
い
街
か

ら
、
そ
こ
に
住
む
明
る
く

情
に
深
い
人
び
と
に
そ
の

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
移
っ

て
い
っ
た
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
八
尾

市
Ｐ
Ｖ
は
完
成
し
た
。
ス

ト
ー
リ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
二

種
類
だ
。
Ｐ
Ｖ
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
サ
イ
ト
内
で

無
料
観
覧
で
き
る
。
今
月

19
日
に
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
催
さ
れ

る
田
中
誠
太
市
長
の
記
念

パ
ー
テ
ィ
で
も
上
映
さ
れ

る
予
定
だ
。

　

八
尾
市
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
（
プ
ラ
イ
マ
ル
）
が
同
市
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
（
Ｐ
Ｖ
）
を
作
製
し
た
。

６
０
０
人
以
上
の
人
び
と
が
参
加
し
た
こ
の
Ｐ

Ｖ
は
そ
の
全
て
が
善
意
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ 

プ
ラ
イ

マ
ル

東大阪市民参加の
作品展示・舞台

第
34
回「
文
化
の
つ
ど
い
」開
催

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

食料品コーナーの温度をチェックする様子

食品衛生パトロール
　恒例の食品衛生パトロールが６月６
日に八尾市内のイオン、スーパーはや
し、パントリー、イトーヨーカドーで
行われた。主催はＮＰＯ法人関西消費
者連合会（角田禮子会長）。
　数人ずつで班になり、各店舗の状況
をチェックした。食品コーナーの温度
チェックやリサイクル製品の有無、ビ
ニール袋の値段など、細かく調べていた。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
消
費
者
連
合
会

華やかなフィナーレ

クライマックスの顕証寺でポーズを決める出演者
田邊砂智子さん

風雅乃舞を披露する美濃部わこさん

お茶を味わう細川三郎会長（左）

お茶に関するエピソードを話す米田宗幸さん（右）

広
域


	01
	02
	03
	04

